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一般に知られていないが、畜産や養殖においては、抗生物質の使用量が、人よりはるかに
多いのです。
　　

日本で、人の医療用につかわれている抗生物質は、年間５２０トン（１９９８年）動物に
使用される抗生物質は、約２倍の１,２９０トンと発表されている。
　
その内、飼料添加物として２３０トン使われています。医薬品として１０６０トン。
　
この様な抗生物質の大量投与によって、工場式の近代畜産が成り立っているのである。

　
１９８６年にスウェーデンが、家畜の成長促進の為の抗生物質の使用を禁止した。

　
１９９７年ＷＨＯは、化学的証拠はないが、懸念するに足る事実が有るとして、成長促進の
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ＥＣも２００６年から、成長促進のための使用を原則禁止とした。
　　
アメリカでは、人の健康に与えるリスクは極めて低いと計算され使い続けている。

　
日本では、全国で解体された家畜の内、病巣が発見された豚の割合は、６２．３％　牛は、
５５．２％、ブロイラーは3.4％（２００１年しらべ）。
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　この様に、病気になった牛や豚の肉を私達は、毎日食べているのです。

　　

こんな、食生活をいつまでも続けてよいのでしょうか。
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